
 

小寺記念精神分析研究財団主催/2026 年度 

 

小寺財団精神分析研究セミナー 

アウトリーチを中心とした精神分析的心理療法の新たな地平  

―タヴィストック・クリニック児童部門から― 

 

ご案内 

本年度は、タヴィストック・クリニック児童部門で研修された藤森旭人先生から、最

新の動向についてお話しいただきます。以下は講師からの言葉です。  

「タヴィストック・クリニック児童部門の精神分析的心理療法は、子どもと家族が「相

談室に来る」ことを前提としたモデルを中心に発展してきました。しかし近年、「支援を

必要とする子どもほど、相談室にたどり着けない」という現実から、アウトリーチ型の

実践が模索されています。私は、この流れの中で新設された臨床コースに所属し、学校

現場を基盤とした 2 年間のトレーニングを経験しました。そこでは、人種・文化・貧困・

家庭環境など複雑な背景をもつ子どもたちと出会い、トラウマを抱える子どもたちに精

神分析的心理療法は何ができ、何ができないのかを問い続けてきました。本セミナーで

は、コース創設に深く関わった G・ミュージックの理論を紹介しつつ、学校で、精神分析

的なまなざしを保ちながら、子どもと関係を結んできた経験をお話しします」（藤森旭人）。 

 

藤森旭人先生御略歴 
児童・青年・家族の精神力動的心理療法士（British Psychoanalytic Council 登録）。公認心理

師／臨床心理士。児童養護施設や学校現場での実践を経て渡英し、タヴィストック・クリニッ

ク Psychological Therapies with Children, Young People and Families（M34） を修了。著

書に『小説・漫画・映画・音楽から学ぶ  児童・青年期のこころの理解―精神力動的な視点か

ら』、監訳書に『トラウマを抱える子どものこころを育むもの』（G・ミュージック著）など。  

 

日  程： 2026 年 12 月 20 日（日）、午後１時～５時  

講  師： 藤森旭人（国際医療福祉大学赤坂心理・医療福祉マネジメント学部） 

司  会： 福本修（代官山心理・分析オフィス、きしろメンタルクリニック）  

討  論： 木部則雄（白百合女子大学大学院 発達心理学専攻） 

と こ ろ：  小寺記念精神分析研究財団セミナールーム＋ZOOMのハイブリット開催  

〒160-0004 新宿区四谷 3 丁目 4 番 SC ビル 6 階 

参 加 費： 6,000 円 

定  員： 70 名  

参 加 者： 精神分析に関心があり、臨床実践を行っている方  

（臨床経験の多寡は問いません） 

申込方法： 下記 URL または右 QR コードよりお申し込みください。  

      https://forms.gle/S5KtgMeZAtiqqRiXA 

 

申込期間： 2026 年 10 月 20 日(火)～12 月 6 日(日) 

問 合 せ： 小寺財団事務局  

 

https://forms.gle/S5KtgMeZAtiqqRiXA

